
高知大学農学部
全学部向け農業実習

附属農場を活用した
入門的農場実習
『高知の農業と自然を実践して学ぶ！』

⾼知⼤学南国フィールド
こんながをしちゅうがよ！

パイナップル収穫後の⽚付け

⾼知⼤学農学部では、学部がある物部キャンパス内に南国フィールド
（附属農場）があり、学⽣の実習･実験、教員の研究には極めて⾄便
の条件にあります。⽔⽥4.5ha、畑8.5ha、果樹園1.3ha及びコンピュー
ター制御温室・ビニールハウス0.5haなど、総⾯積18haの施設や圃場で
は、⽔稲、牧草、野菜、花き、及び果樹(熱帯果樹含む）などが⽣産さ
れており、放牧地と畜舎においては約80頭の⾼知系褐⽑和種⽜が飼育
されています。これらの恵まれたフィールドを利⽤して、農学部全学科を対
象とした共通教育、フィールドサイエンス実習が周年⾏われています。また、
農学部のみならず、全学部を対象とした共通教育科⽬として、農業実習
が⾏われています。
本事例集では、9⽉9⽇〜9⽉12⽇の4⽇間に⾏われた、全学部向け
集中講義の農業実習のうち、11⽇の実習を中⼼に、ご紹介します。
この授業科⽬の主題は｢農場における作業や周辺の⾃然環境の観察、

ハウスから軽トラで搬出

管理機で耕しています

トラクターは作業が早くて楽♪

⽣産現場の⾒学などを通して⾷料⽣産の実態に触れ、｢農｣と｢⾷｣、そし
てその営みをとりまく｢⾃然｣について体験的に学ぶ」ことです。

9⽉10⽇(⽕）は卸売市場と天敵農法の実践現場の⾒学
9⽉12⽇(⽊) は実習体験に基づく演習授業

（
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シクラメンの葉組

農業実習について・・・

全学部を対象とした共通教育は、全学貢献の⼀環として、フィー
ルドサイエンス教育研究センターが設⽴された平成15年以前から
⾏っています。教育学部の学⽣が、⼩学校で農業や林業の授業
をする際、経験がないのに教えるのは困難ですが、たとえ⼀度でも
経験していれば、役に⽴つことがあると考えられます。

本講座は、毎回抽選になる程の⼈気講座で、
医学部、⼈⽂学部、理学部、教育学部など様々
な学部の学⽣が受講します。農学部の１年⽣は
２年次から始まる実習に先駆けて体験する
ために参加しているようです。最近は⼥⼦
学⽣の参加が増えています。

学⽣に農業や⾷料、⾃然環境などに
ついて、⽇頃から関⼼を持ってもらえる
ように楽しく、多様なメニューが体験で
きるように、農学部教員で連携して⼯夫
しています。ただ、集中講義は開講時期が
限られるため、体験できる作物に限りがあります。

パイナップルはメロンやキウイ
フルーツのように収穫後に追
熟することはないそうです。
樹上で完熟したパイナップル
は⽸詰のように⽢みがあり、
市場価値が⾼まります。
流通事情により、完熟パイ
ンを収穫して遠⽅に出荷す
るのは、困難なため、南国
⼟佐にチャンスあり？！

当⽇収穫したパイナップル

ー⾼校⽣のための
★先進的科学技術体験合宿プログラムー

サイエンス キャンプ のこと

サイエンスキャンプは、先進的な研究テーマに取り組む⼤学・
公的研究機関・⺠間企業等を会場に、⾼等学校、中等
教育学校後期課程、⾼等専⾨学校（1〜3学年）等に
在籍する⽣徒を対象とした先進的科学技術体験合宿プロ
グラムです。
本格的な研究環境で、第⼀線で活躍
する研究者・技術者から実験・実習・
講義等の直接指導を受けることにより、
様々な分野の科学技術の先端に触れ
てもらう機会を提供しています。
全国から集まった、意欲に燃える仲間と
共に学ぶ体験は、将来を考える好機で
す。近年、⼥⼦の参加が増えています。
集まれ！科学⼥⼦！！
⾼知⼤学農学部でも農業体験を
通じた魅⼒的な農学プログラムを提供
しています。
http://www.jst.go.jp/cpse/sciencecamp/

高知大学農学部 〒783‐8502 南国市物部乙200 TEL:（088）864‐5114

感想・そして、これから・・・

☆受講した教育学部⼥⼦に参加の動機や感想を聞きました

・普段体験できないので、参加し、良い経験になった。体験は
楽しいが、農業で⽣活していくのは⼤変だと思う。天敵農法の
⾒学で、想像していた農業とのギャップを感じた。新しい栽培
技術を知れば、農業に魅⼒がでるのではないか。

・富⼭県出⾝なので、⾼知県の気候を活かした多種多様な
農業を体験してみたいと思い参加した。農業は重労働ばかり
ではなく、実はオシャレな産業だという思いがあり、確かめてみた
かった。

・⾼校教師を⽬指しているので、将来、この経験を踏まえて、
｢⾷べ物を⼤切にする｣話ができると思った。また、周囲の⼈や
⽣徒に対して｢農｣や｢⾷｣のことを話したいという思いが芽⽣え、
そのための勉強も継続したい。⾍を利⽤して害⾍を駆除するこ
とは知らなかった。トラクターの運転が予想以上に楽しかった♪

・旅⾏代理店に就職が決まっているので、ツアー客に農業の魅
⼒や今回の経験を伝えるなど、仕事のツールとして活かしたい。

この辺りかしら？来年の収穫に向けて枝を整理梅の剪定作業を実践

http://wwwagr.cc.kochi‐u.ac.jp/


